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岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

平

成

二

十

九

年

度

准

看

護

師

試

験

の

実

施

医

療

推

進

課

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

障

害

福

祉

課

出

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

平

成

二

十

九

年

度

家

畜

商

講

習

会

の

開

催

畜

産

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

【

正

誤

】

○

平

成

二

十

九

年

度

技

能

検
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

大
成
製
紙
株
式
会
社

住
所

津
山
市
川
崎

番
地
１

2
0
0

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

松
田

幸
雄

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
大
成
製
紙
株
式
会
社

所
在
地

津
山
市
川
崎

番
地
１

2
0
0

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

(
3
)

変
更
な
し

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

(
4
)

変
更
な
し

排
水
口
に
関
す
る
事
項

(
5
)

雨
水
排
水
口
Ｎ
ｏ

及
び

を
廃
止
し

Ｎ
ｏ

を
移
設
す
る

．
．

2
2

2
3

2
1

，
。

２
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

期
間

平
成

年
月

日
か
ら
同
年

月
日
ま
で

(
1
)

2
9

1
1

2
8

1
2

1
9

場
所

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課
及
び
津
山
市
役
所

(
2
)
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
三
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
八

。

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
日
時

平
成
三
十
年
二
月
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
場
所

岡
山
県
看
護
会
館
（
岡
山
市
北
区
兵
団
四
番
三
一
号
）
及
び
岡
山
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

市
北
区
兵
団
四
番
三
九
号
）

三

受
験
願
書
の
提
出
期
間

平
成
三
十
年
一
月
四
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第

）

。

、

、

二
号

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

な
お

郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
場
合
は

同
日
付
け
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

四

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
修
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

２

都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

３

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た

。

者
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

４

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
学
科
を

修
め
た
者
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
修
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

５

都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

６

外
国
の
法
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国

に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
３
か
ら
５
ま
で
に
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掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の

７

外
国
の
法
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国

に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
６
に
該
当
し
な
い
者
で
、
知
事

が
適
当
と
認
め
た
も
の

五

受
験
手
続
及
び
提
出
書
類

受
験
願
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
（
郵
便
番
号

七
〇
〇

八
五
七
〇
）
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。
郵
便
又
は
信
書
便
に

－

よ
る
場
合
は
、
簡
易
書
留
郵
便
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
る
こ
と
。

１

卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明
書
（
四
６
又
は
７
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
証
す

る
書
面
）

四
１
か
ら
５
ま
で
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
出
願
の
時
に
お
い
て
卒
業
見
込
み
又
は
修
業
見

込
み
の
も
の
は
、
三
の
提
出
期
間
内
に
卒
業
見
込
証
明
書
又
は
修
業
見
込
証
明
書
を
提
出
し
、
平

成
三
十
年
三
月
三
十
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
に
卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明
書
を

提
出
す
る
こ
と
。

卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明
書
の
氏
名
と
受
験
願
書
の
氏
名
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
の
異
動
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
戸
籍
抄
本
等
）
を
添
付
す
る
こ
と
。

２

写
真

出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
上
半
身
像
で
あ
っ
て
、
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
学
校
名
又
は
養
成
所
名
及
び
氏
名
を
記

入
し
た
も
の
（
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
貼
り
付
け
る
こ
と

。
な
お
、
学
校
又
は
養
成
所
が

。
）

受
験
願
書
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
者
に
つ
い
て
は
当
該
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
、
そ
れ

以
外
の
者
に
つ
い
て
は
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
看
護
・
試
験
班
に
お
い
て
、
そ
の
写
真

が
受
験
者
本
人
と
相
違
な
い
旨
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

六

受
験
票

受
験
願
書
を
受
理
し
た
者
に
は
、
受
験
票
を
交
付
す
る
。

七

受
験
手
数
料

１

六
、
九
〇
〇
円
と
す
る
。
受
験
願
書
に
相
当
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
入
す
る

こ
と
。
な
お
、
消
印
し
な
い
こ
と
。

２

既
納
の
受
験
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

八

試
験
科
目
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１

人
体
の
仕
組
み
と
働
き

２

食
生
活
と
栄
養

３

薬
物
と
看
護

４

疾
病
の
成
り
立
ち

５

感
染
と
予
防

６

看
護
と
倫
理

７

患
者
の
心
理

８

保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み

９

看
護
と
法
律

基
礎
看
護

10

成
人
看
護

11

老
年
看
護

12

母
子
看
護

13

精
神
看
護

14
九

試
験
方
法

筆
記
試
験
（
四
肢
択
一
式
）

十

合
格
発
表
の
日
時
及
び
場
所

平
成
三
十
年
三
月
九
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
同
課
前
に
お
い
て
発
表
す
る
。

十
一

合
格
証
書
の
交
付

試
験
の
合
格
者
に
は
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

十
二

受
験
願
書
の
請
求
そ
の
他

１

受
験
願
書
は
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
返
送
料
を
添
え
て
請
求
す
る
こ
と
。

２

視
覚
、
聴
覚
、
音
声
機
能
又
は
言
語
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者
で
受
験
を
希
望
す
る
も
の
は
、

平
成
三
十
年
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
申
し
出
た
場

合
、
受
験
の
際
に
そ
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
配
慮
を
講
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

３

そ
の
他
受
験
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
（
直
通
電
話
〇
八

六

二
二
六

七
三
二
三
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

－
－
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ア
グ
リ
．
エ
カ
ロ
ー
・
月

２

所
在
地

総
社
市
総
社
三

六

五

－
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
グ
リ
．
エ
カ
ロ
ー

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
北
浜
町
一

二
九

二
〇
三

－
－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
八
〇
〇
三
四
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
三
〇
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
～

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
一
番
一
三
地
先
か

ら

新

三
〇
〇
・
五

四
〇
・
〇

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
二
番
九
地
先
ま
で

七
・
〇
～

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
一
番
一
三
地
先
か

ら

旧

三
〇
〇
・
五

九
・
〇

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
二
番
九
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

東
安
倉
鴨
方
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

平成２９年１１月２８日　岡山県公報　第１１９４４号



浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
七
〇
番

新

四
三
・
四

四
地
先
か
ら

八
・
四
～

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
六
三
番

一
三
・
九

一
地
先
ま
で

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
七
〇
番

旧

四
三
・
四

四
地
先
か
ら

七
・
三
～

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
六
三
番

一
〇
・
〇

一
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
篠
津
山
停
車
場
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
四
・
八
～

津
山
市
林
田
字
ス
ク
モ
ツ
カ
三
二
番
三
地
先
か

ら

新

四
七
・
〇

二
九
・
四

津
山
市
林
田
字
ヲ
ク
ミ
ヤ
川
五
番
二
地
先
ま
で

八
・
六
～

津
山
市
林
田
字
ス
ク
モ
ツ
カ
三
二
番
三
地
先
か

ら

旧

四
七
・
〇

一
五
・
八

津
山
市
林
田
字
ヲ
ク
ミ
ヤ
川
五
番
二
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

野
上
矢
掛
線

三

道
路
の
区
域
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新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
土
井
ケ
原
三
二
〇
一
番

新

一
〇
二
三
・
〇

四
四
地
先
か
ら

六
・
六
～

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
新
池
内
一
八
一
一
番
一

三
九
・
九

地
先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
土
井
ケ
原
三
二
〇
一
番

旧

一
〇
二
三
・
〇

四
四
地
先
か
ら

四
・
〇
～

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
新
池
内
一
八
一
一
番
一

三
一
・
三

地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

一
般
国

四
三
〇
号

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
一
番
一
三
地
先
か
ら

平
成
二
十
九

道

倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
一
四
二
二
番
九
地
先
ま
で

年
十
一
月
二

十
八
日

県
道

東
安
倉
鴨
方

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
七
〇
番
四
地

線

先
か
ら

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
字
堀
抜
五
二
六
三
番
一
地

先
ま
で

大
篠
津
山
停

津
山
市
林
田
字
ス
ク
モ
ツ
カ
三
二
番
三
地
先
か
ら

車
場
線

津
山
市
林
田
字
ヲ
ク
ミ
ヤ
川
五
番
二
地
先
ま
で

野
上
矢
掛
線

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
土
井
ケ
原
三
二
〇
一
番
四
四

地
先
か
ら

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
新
池
内
一
八
一
一
番
一
地
先

ま
で
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〔
五
〇
三
〕
家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
商
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
催
日
時

平
成
三
十
年
二
月
八
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
九
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
二

開
催
場
所

真
庭
市
蒜
山
西
茅
部
六
三
二

公
益
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校

三

講
習
の
科
目
及
び
時
間

１

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令

四
時
間

２

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴

四
時
間

３

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病

六
時
間

四

受
講
手
続

１

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
講
申
請
書
に
写
真
（
受
講
申
請
書
提
出
前
六
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
の
正
面
上
三
分
身
の
も
の
で
、
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
も
の
）
を
貼
り
付
け
、
住
所
地
を
所
管
す
る
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農

畜
産
物
生
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
県
外
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
地
の
都

道
府
県
の
畜
産
担
当
課
を
経
由
し
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
講
手
数
料

三
千
四
百
三
十
円
相
当
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
に
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と
。

３

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
三
日
（
水
曜
日
）
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が

あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

五

そ
の
他

－
－

講
習
会
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
（
電
話
○
八
六

二
二
六

七
四
二
八
）
又
は
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
畜
産
物
生
産
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

山
下
た
か
し
氏
の
支
援
の
輪
を
拡
げ
る
会

安

宅

敬

祐

山

本

俊

介

岡
山
市
北
区
広
瀬
町
一
〇

五

平
成
二
九
・
一
〇
・

六

－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

民
進
党
岡
山
県
総
支
部
連
合

難

波

奨

二

代
表
者
の
氏
名

難

波

奨

二

柚

木

道

義

平
成
二
九
・
一
〇
・

三

会
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〔
二
三
〕
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
付
け
（
号
外
）
公
布
岡
山
県
公
告
（
平
成
二
十
九
年
度
技
能
検

定
試
験
（
随
時
実
施
分
）
の
実
施
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
行

誤

正

一
・
六

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
及

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
等

び
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
七

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機

関
の
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
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